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 ３．榎谷の概要

位置図

オモ谷通常砂防事業

砂防堰堤
１基

②渓流荒廃状況
①保全対象(要配慮者利用施設)

流域概要図

渓流全景

③砂防堰堤整備位置

砂防堰堤（予定）

渓流保全工（予定）

保全対象家屋

土石流想定氾濫区域
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阿波池田駅

　１．事業概要
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S = 1 : 2 0 0本堤工正面図

S = 1 : 2 0 0平面図

注. 1 )本ダムの基礎はCL級以上の岩盤とする。

　. 2 )施工目地位置には止水板（止水工詳細図参照）を設ける。

　. 3 ) 9間詰コンクリートは間詰工詳細図を参照の事。
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一般図

縦断図

砂防堰堤整備位置平面図

不透過型砂防堰堤
堤長　L=56.9m
堤高　H=14.0m

　２．事業計画
図面の凡例

計画堆砂域

計画高水位

流水方向

施工済み（R3まで）

施工予定（R4）

施工予定（R5以降）

凡　例

3.2 → 4.6 (億円)
全体事業費

完了時期

R4 → R7

進捗率

事業費

用地

62%

100%



主な保全対象

 ３．榎谷の概要

Ｂ／Ｃ＝９．８　

費用対効果分析

●　一般資産被害軽減効果

●　人的被害軽減効果

●　公共土木施設等被害軽減効果

●　公益事業施設等被害軽減効果

●　応急対策費軽減効果

B = ５２．４億円　 （現在価値化後）　

Ｃ＝５．３億円　（現在価値化後）　

総便益

総費用

保全対象

●　人家185戸

●　要配施設

要配慮者利用施設

事　業　継　続

●　事業費
●　維持管理費

■今後の対応方針（案） 砂防堰堤（予定）

渓流保全工（予定）

保全対象家屋

土石流想定氾濫区域

阿波池田駅

　３．今後の対応方針（案）


